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■佐竹台幼稚園にて「ふれあい
12月5日快晴の佐竹台幼稚園に、子どもたちの賑やかな声

が響きました。園庭にはロバ。ひつじﾟやぎ・モルモット・

うさぎ。チャボ・ハツカネズミ・ひよこ。犬・へび°七面鳥

が来てくれました。

この日は園児75名だけでなく、高野台小学校の1年生56

名、子育て教室に参加している5名の子どもたちが、動物た
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; 掘ﾄｰｹﾌｫｰｹｹﾝｽ開催
ご参加いただいた140名の皆様ありがとうございました
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高野台中学校の授業の一環として中学2年生を対象に実施しまし

た。この取り組みは中学生と同じ人数の大人が向かい合って円に

なり、お互い1分間ずつテーマに沿ってお話をし、1分ごとに次々

と相手が変わっていくプログラムです。

学校・地域・保護者が協働し今回で2度目の開催となりました。
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もしもどこで

も艀アがあっ

たら○○に行

きたいです！

じつは大人になっ

ても苦手なこと、

たくさんあるん

だよ！

大人の参加者は20代から80代までと幅広くお

互いの話に真剣に耳を傾け、時には

笑いあい、温かな時間を過ごしました。

中学生からは「大人が優しい人ばかりで驚い

た」「まだまだ人生これからも楽しいことが

あるんだ！」といった前向きな感想も寄せら

れました。

2026年度も開催を予定しております。ご興味

のある方は、ぜひお気軽にご参加ください。
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■佐竹小＆高小『懸響と毒イペン肘 開催！
La

光る宝箱土夜の学校
～先生たちのミッションからの脱出一

P可

12月6日（土)、イルミネーションに彩られた、深々と冷え込む

冬の夜。

いつもは昼間に通う中学校が、この日だけの特別な"謎解きの

舞台"になりました。

高野台・佐竹台の小学生101名が参加。

校内に散りばめられた謎を解き明かし、最後にたどり着くのは

夜の学校に光る宝箱。

今回のテーマは

「先生たちのミッションからの脱出！」

中庭や廊下、階段下を巡りながら、情報を集め、暗号を解読。

6学年が入り混じったチームで、声をかけ合い、助け合いなが

ら挑戦しました。

『わ分った！』『これじゃがし'？」

ひらめいた瞬間のキラキラした表情。

普段は少しドキドキする"夜の学校"も、この日は冒険の世界。

学校を探検しながら、他校や他学年の友だちとも自然と打ち解

け、気づけば"知らない子"が"顔見知り”に。

参加してくれた皆さんの笑顔があふれる、

あたたかな冬の一夜となりました。
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－何が見えたかな？

■冬の夜の

イルミネーシコン
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学校と保護者は乞
パートナーだよ

升 癖でつくる 守れがちの学校■講演会『ん 、－ ’

2026年2月7日（±）に、「先生の幸せ研究所」代

表 澤田真由美先生をお招きして、地域・保護者

が学校を支えるという視点での講演会を開催しま

した。各小中学校の教職員、保護者、教育委員会

関係者など22名が参加され、お互いに本音で意

見交換を行う有意義な時間となりました。
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各学校のグループワークの様子
先生から学校や先生の現状を話し

ていただきました。先生大変厨

酔出典

黄 先生1保護者が学校に協力できる

鯵ことがあれば言ってください。
I

名 【
一

や
一判一三

燭
っ

グ 、
／､〆

邑

駒

、
一

Ｐ

亥

高中保護者で仲良くトーク
画

名軋

…学校と教師の業務の3分類

〆軟解が敦騨で鮭ければできない巣務に専念できるよう､服務監箇軟冑要具会は､これらを踏まえて、
それぞれの地域における難務の見■しlついて､優先的に対顧るものから｢津壁■璽里･健康確鯛B■実施計麓｣に反映。

〆学校は､学校遁斌憧蜜今等での臓腫を経て､優先顛位を定めながら､各校の実傭に応じた遭用を行う．

これらの代表例のほか､地域･学校ごとの顛瞳を踏まえて､凍勝を不断に見■すことが必要。 ごmり■“こと．

篝
参加者の声

・困ってることがあれば保護者にSOSを出していきたい。

・保護者の学校に対する考えを知る貴重な時間になった。

・先生の現状、困っていることを知れてよかった。

・学校と教師の業務の3分類があることを知れた。

・先生も保護者もgood enoughでいい1が響いた。
・学校にどう協力できるか考えるきっかけになった。

・このような会を定期的に行って広げてほしい。
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正式名称は「高野台中学校区地域教育協議会」です。STのSは佐竹台、Tは高野台を指し、略して使われてい

ます。協議会のメンバーは、高野台中学校、高野台小学校、佐竹台小学校、佐竹台幼稚園、両地区の青少年

対策委員会、連合自治会、体育振興会、福祉委員会、防犯委員会、高齢・シニアクラブ、太陽の広場、幼稚

園・小学校･中学校のPTA、玉川幼稚園、千里ニュータウンこども園の代表者で構成されています。

企画は、保護者世代を中心に構成された実行委員会で担っています。関心のある方は各学校風 地域団体に

ご連絡ください。


